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◆本発明の両末端が硫黄含有フルオロアルカンで置換された芳香族エステル化合物は、
これまでゲル化が困難であった高誘電率有機溶媒（有機電解液）のみならずイオン液
体やシリコーンオイルのゲル化も可能である。

◆有機ゲル化剤の分子内には水素結合性官能基が存在しないことから、形成した有機ゲ
ルは高い（電気）化学的安定性を保持することが予測できる。

◆添加量が５ ％以下という極少量であることから溶媒の性能を保持したままで増粘又は
 擬似固体化が可能であることから、ハンドリング性の向上が可能となる。
◆シリコーンオイルは、本発明化合物の添加により粘度上昇が見られ、増粘効果が期待
できる。シリコーンオイルやイオン液体に本発明化合物を添加することにより、剪断前後
で粘度に変化がないことから、チキソトロピー性を有している。
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利用・用途・応用分野
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目的・課題 解決ポイント

研究概要・アピールポイント

◆分子両末端が硫黄含有フルオロアルカン
で置換された芳香族エステル化合物が、 
課題を解決できることを見いだした。

◆下記式（1）において
Ａｒ１及びＡｒ２は、置換又は無置換の２価の
芳香族基を示す。
a及びbは、0、1又は2を示し、
ｍ及びｎは、それぞれ独立に1～20のい
ずれかの整数を示し、
ｐ及びｑは、それぞれ独立に0～6のいず
れかの整数を示す。

分子内に水素結合性官能基を有しない
低分子量型であって、低濃度で、従来 
ゲル化が困難であった高誘電率有機
溶媒（有機電解液）のみならず、イオン
液体やシリコーンオイルをゲル化できる
新規な化合物を提供することを課題とす
る。

式（１）芳香族エステル化合物
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